
海水浴＆プール

春 の 遠 足

一 泊 旅 行

流
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4月26日　嶺北特別支援学校（1名） 5月10日　「まごのて」ヘルパー（2名） 8月 7日　嶺北特別支援学校親の会激励（1名）

5月 5日　今井参議院議員 7月27日　嶺北特別支援学校教職員（3名）

エルディ㈱　様 石川　巳年子　様 （田治島） 天方　優子　様 （坂　下）

福井メタル　様 木下　道子　様 （上細江） 木村　タツ子　様 （田治島）

大西魚店　様 竹川　隆利　様 （田治島） 加藤　　巌　様 （東大味）

宇野　宗員　様 （徳　光） 加藤　一宏　様 （東大味） 岩佐　修子　様 （深　谷）

河下　　肇　様 （東大味） 足羽東こども園　様 吉村　　茂　様 （稲　津）

加藤　優子　様 （東大味） 嶺北特別支援学校親の会　様 林　　弥一　様 （坂井市）

アルミ缶回収にご協力ください
すだちの家ではアルミ缶を回収して潰して
リサイクルする作業に取り組んでいます

お手数ですが、不用になったアル
ミ缶をすだちの家までお持ちくだ

さい。ただし、量が
多い場合にはご一報
ください。なお、ス
チール缶は対象にな
りません。

福井市東大味町 9-15　すだちの家（担当／萩原）

☎0776（41）3950
連絡は
こちら
まで…

ガンバっています

ようこそすだちの家へ

すだちだよりワ ク

月 月

キイキイ
ワ ク

活　動　報　告

ありがとうございます物　品　深　謝

来　訪　者

● 平成30年4月1日　　　　支援員・澤　英里香（採用）
● 平成30年7月1日　パート支援員・加藤　恵美（採用）

平成30年度　職員の動き

7
月

8
月

9
月

3日　食中毒予防講演会（1名）
7・9日　海水浴（三国）
9日　社会福祉施設・事業所対象防火研修（1名）

21日　内科検診
28日　プール（ささおか余熱館） 
28日　自閉症を正しく理解するということ
　　　 ゲーリー・メジホフ新潟講演会（1名）

10日　トイレ改修工事始まる
11～12日　一泊旅行（長島温泉方面） 
10・27日　プール（ささおか余熱館） 
18日　内科検診
29日　理事会
　　　 職員内部研修
　　　 すだちの家後援会「すだち会」総会

1日　全国自閉症者施設協議会総会・
　　　 全国知的障害関係施設長会議（～3日）
4・5日　強度行動障害支援者養成研修基礎コース
6日　消火訓練・内科検診
8日　保護者会清掃奉仕

10日　流しそうめん（通所）
11日　流しそうめん（入所）
14日　理事会
17日　内科検診
17～18日　一泊旅行（名古屋方面） 
21日　文殊山火まつり（パン販売）
24・25・30日　海水浴（三国） 
30日　仁愛女子短期大学生実習（2名）（～8/10）
31日　アンガーマネジメント研修（1名）

4
月

8日　保護者会総会
17日　内科検診
18日　歯科検診
25日　福井市障害福祉サービス事業所集団指導及び説明会

6
月

5
月

11日　福祉職員障害研修初任者コース（1名）
20日　保護者会清掃奉仕
24日　内科検診・レントゲン撮影
26日　理事会
30日　春の遠足（泰澄の杜）
31日　福祉職員障害研修中堅コース（2名）

9日　評議員会
13～14日　一泊旅行（岐阜方面） 
18～19日　一泊旅行（石川方面） 
19日　内科検診
21日　避難訓練
25日　日帰り旅行（スキージャム）
29日　保護者会・職員懇親会

北四ツ居1丁目　北村君利　様

す　だ　ち

1 8

す　だ　ち

第46号
平成30年12月

発行者／社会福祉法人すいせんの里
　　　　「すだちの家」
　　　　「支援センターすだち」
　　　　〒919-0312
　　　　福井市東大味町9号15番地
　　　　TEL 0776-41-3950
　　　　FAX 0776-41-3935
発行人／村田　嘉孝
編集人／暁　美樹夫



すだち会すだち会
会員紹介会員紹介
平成30年度の会費を納入して頂いた方
と新たに会員になられた方々です。

ご協力を感謝いたします。

「すだち会」からの
お知らせ

会員の皆様には、日頃よりすだちの家及び支援センターすだちの運営につきましてご支援を賜り、
また物心両面からも支えていただいておりますこと厚くお礼を申し上げます。なお平成31年度も、
引き続きご入会いただきますようお願い申し上げます。

■法人会費 １口 10,000 円

■団体会費 １口 10,000 円

■個人会費 １口   3,000 円

ご入金
方法

郵便局をご利用の場合

郵便振替 00750 － 4 － 84619
すだち会

銀行をご利用の場合

福井銀行東郷支店 普通 1009689
すだちの家 後援会
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こ
の
4
月
か
ら
す
だ
ち
の
家
・
支
援
セ
ン
タ
ー
す
だ
ち
の
施
設
長
に
就
任
し
ま
し

た
山
岸
靖
彦
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
代
施
設
長
の
後
を
受
け
て
の
施
設
長
と
し
て
大

変
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
す
だ
ち
の
家
が
開
所
し
て
26
年
が
経
ち
、
こ
の
間
社
会
福
祉
は
大
き
く
変
わ
り
、

行
政
主
体
か
ら
本
人
主
体
（
措
置
か
ら
サ
ー
ビ
ス
）
へ
、
施
設
生
活
か
ら
地
域
生
活

へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
施
設
で
働
く
私
た
ち
は
、
利
用
者
さ
ん
が
安
心
・
安
全

で
楽
し
く
、
支
援
員
と
か
か
わ
る
こ
と
で
お
互
い
成
長
し
あ
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

な
が
ら
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
は
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
法
人
運
営
の
透
明

性
の
確
保
、
地
域
貢
献
で
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
義
務
付
け
さ
れ
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
長
　山
岸
　靖彦
　

「 

施
設
長
挨
拶 

」

　
平
成
20
年
4
月
、
障
碍
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
激
動
の
中
、

第
3
代
目
の
施
設
長
に
就
任
さ
れ
、
10
年
間
そ
の
責
務
を
果
た
さ
れ
立
派

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
後
、
利
用
者
さ
ん
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

利
用
者
さ
ん
の
側
に
立
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
を
保
護
者
・
役
員
・
地
域
の
人

た
ち
と
協
力
し
あ
い
施
設
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
就
任
直
後
に
は
、
新
事
業
体
系
へ
の
移
行
、
平
成
24
年
に
は
20
周
年
記
念
事
業
を
行

い
、
平
成
26
年
に
は
利
用
者
さ
ん
保
護
者
さ
ん
念
願
の
個
室
化
に
取
り
組
み
、
建
物
の

増
築
・
既
存
の
部
屋
の
改
修
工
事
を
行
い
、
29
年
に
は
浴
室
の
改
修
工
事
と
社
会
福
祉

法
改
正
に
よ
る
法
人
改
革
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
間
前
施
設
長
が
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
残
さ
れ
た
功
績
に
つ
き
ま
し
て

は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
間
前
施
設
長
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
も
の

を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
間
源
次
さ
ん
10
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
本
間
さ
ん
の
退
任
に
あ
た
っ
て
」

　
時
下
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
障
害
者
支
援
施
設

す
だ
ち
の
家
、
な
ら
び
に
支
援
セ
ン
タ
ー

す
だ
ち
に
対
し
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
援
会
関
係
各
位
の
日
々
の
ご
尽
力
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
や
施
設
で
働
く
職

員
と
い
っ
た
周
囲
を
取
り
巻
く
方
々
か
ら

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
す
だ
ち

の
家
を
利
用
す
る
方
々
は
作
業
や
日
課
な

ど
を
通
じ
て
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
す
だ
ち
の
家
後
援
会
「
す

だ
ち
会
」は
個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
様
々

な
立
場
か
ら
、
す
だ
ち
の
家
の
発
展
と
利

用
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て
参

り
ま
し
た
。
福
祉
施
設
で
あ
る
す
だ
ち
の

家
と
そ
の
利
用
者
は
、
利
用
す
る
方
々
が

た
だ
生
き
て
い
く
だ
け
の
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
理
解
や
能
力
に
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
個
性
や
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
社
会
に
資
す
る
活
動

や
自
己
を
高
め
幸
せ
を
追
求
す
る
場
所
と

し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
日
々
の
多
忙
な
業
務
を
抱
え
る
施

設
長
を
初
め
と
す
る
現
場
の
職
員
の
方
々

だ
け
で
は
十
分
な
取
り
組
み
を
す
る
だ
け

の
労
力
や
費
用
が
不
足
す
る
こ
と
も
現
実

と
し
て
直
面
す
る
課
題
で
す
。

我
々
「
す
だ
ち
会
」
会
員
一
同
、

今
後
も
精
一
杯
す
だ
ち
の
家
に
対

し
物
心
両
面
で
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層

の
会
の
拡
大
と
発
展
に
皆
様
お
一
人
お
一

人
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の

支
援
者
は
、
す
だ
ち
の
家
の
支
援
を
通
じ

て
利
用
者
と
関
わ
り
を
も
ち
、
そ
の
純
粋

で
誠
実
な
人
間
性
に
触
れ
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
を
見
る
機
会
を
得
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
機
会
は
と
て
も
貴
重
で
、
感
動
的
な
も

の
で
す
。
す
だ
ち
の
家
の
利
用
者
の
多
く

は
、
会
話
や
日
常
生
活
に
お
い
て
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
発
達
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

彼
ら
は
我
々
が
見
失
い
か
け
て
い
る
純
粋

で
誠
実
な
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
私

は
彼
ら
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
で
、
人
と

し
て
純
粋
に
、
誠
実
に
生
き
る
こ
と
の
尊

さ
を
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

彼
ら
に
学
び
な
が
ら
皆
様
と
の
絆
を
守
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
関

係
各
位
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
粗
辞
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
ご
挨
拶
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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支
援
員
　黒
瀬
　陽亮

Ｂ
Ｂ
Ｑ

ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー

これで今年の冬は大丈夫

　
こ
こ
数
年
は
「
遠
足
と
言
え
ば
Ｂ
Ｂ
Ｑ
!!
」
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
る
の
が

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
す
。

　
今
年
も
毎
度
お
な
じ
み
の
泰
澄
の
杜
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。
一
心
不
乱
に
肉

を
焼
く
職
員
、
一
生
懸
命
に
食
べ
る
利
用
者
さ
ん
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ら
で
わ
の
楽
し
い
光
景
で
す
。

　
普
段
、
施
設
で
は
メ
ニ
ュ
ー
や
周
り
の
利
用
者

さ
ん
と
の
関
係
な
ど
で
あ
ま
り
た
く
さ
ん
食
べ
な

い
利
用
者
さ
ん
も
い
つ
も
と
違
う
開
放
的
な
外
の

空
間
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
施
設
で
は
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ

な
い
人
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
と
何
で
も
食
べ
て
し

ま
う
利
用
者
さ
ん
も
い
た
り
し
て
、
改
め
て
環
境

が
変
わ
れ
ば
利
用
者
さ
ん
も
変
わ
る
ん
だ
な
ぁ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
。
ち
ょ
っ
と
の
食

べ
過
ぎ
は
大
目
に
見
て
く
だ
さ
い
ね
〜
。

除雪機寄贈

　今年の2月、『平成30年豪雪』と言われた大雪にみまわれ、す
だちの家で長年頑張ってきてくれた除雪機が、残念なことに使用
不能になってしまいました。
　そこで、後援会すだち会様より大型の除雪機1台と小型の除雪
機1台を寄贈していただくことになりました。これで、これから
の冬も安心です。後援会の会員の皆様ありがとうございました。

春
の
遠
足

■ 貸借対照表　平成30年3月31日現在

■ 事業活動計算書 （自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日

社会福祉法人 すいせんの里　（単位：円）

社会福祉法人 すいせんの里　（単位：円） 社会福祉法人 すいせんの里　（単位：円）

 注記）当計算書類は会計基準に基づき作成されています

■ 資金収支計算書 （自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日

資 産 の 部
流動資産 153,745,128
　　　現金預金 123,340,787
　　　事業未収金 29,404,341
　　　未収補助金 1,000,000
　　　立替金 0
　　　前払費用 0
固定資産 411,162,374

基本財産 342,612,513
　　　土地 54,275,835
　　　建物 288,336,678

その他の固定資産 68,549,861
　　　建物 2
　　　構築物 2,925,852
　　　車輌運搬具 4,166,888
　　　器具及び備品 7,361,372
　　　権利 74,984
　　　退職給付引当資産 6,549,832
　　　人件費積立資産 5,000,000
　　　施設整備等積立資産 42,400,631
　　　長期前払費用 70,300
資産の部合計 564,907,502

負 債 の 部
流動負債 18,705,476
　　　事業未払金 4,400,750
　　　１年以内返済予定設備資金借入金 4,536,000
　　　職員預り金 3,553,574
　　　仮受金 0
　　　賞与引当金 6,215,152
固定負債 76,101,832
　　　設備資金借入金 69,552,000
　　　退職給付引当金 6,549,832
負債の部合計 94,807,308

純 資 産 の 部
基本金 185,337,756
国庫補助金等特別積立金 90,047,267
その他の積立金 47,400,631
　　　人件費積立金 5,000,000
　　　施設整備等積立金 42,400,631
次期繰越活動増減差額 147,314,540

（うち当期活動増減差額） 9,353,452
純資産の部合計 470,100,194

負債及び純資産の部合計 564,907,502

勘 定 科 目 決　　算

サ

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収益
障害福祉サービス等事業収益 192,693,538
経常経費寄附金収益 30,000
サービス活動収益計 192,723,538

費用

人件費 129,670,091
事業費 31,047,066
事務費 12,397,538
減価償却費 18,380,638
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 4,055,729
サービス活動費用計 187,439,604

サービス活動増減差額 5,283,934

サ

ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収益
受取利息配当金収益 4,860
その他のサービス活動外収益 6,225,655
サービス活動外収益計 6,230,515

費用
支払利息 420,993
その他のサービス活動外費用 740,000
サービス活動外費用計 1,160,993

サービス活動外増減差額 5,069,522
経常増減差額 10,353,456

特
別
増
減
の
部

収益
施設整備等寄附金収益 2,250,000
固定資産売却益 0
特別収益計 2,250,000

費用

基本金組入額 2,250,000
固定資産売却損・処分損 4
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 0
国庫補助金等特別積立金積立額 1,000,000
特別費用計 3,250,004

特別増減差額 △ 1,000,004
当期活動増減差額 9,353,452

繰
越
活
動
増
減

差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 137,961,511
当期末繰越活動増減差額 147,314,963
基本金取崩額 0
その他の積立金取崩額 0
その他の積立金積立額 423
次期繰越活動増減差額 147,314,540

勘 定 科 目 決　　算

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

障害福祉サービス等事業収入 192,693,538
経常経費寄附金収入 30,000
受取利息配当金収入 4,860
その他の収入 6,225,655
事業活動収入計 198,954,053

支出

人件費支出 129,234,334
事業費支出 31,047,066
事務費支出 12,397,538
支払利息支出 420,993
その他の支出 740,000
事業活動支出計 173,839,931

事業活動資金収支差額 25,114,122

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等寄附金収入 2,250,000
施設整備等収入計 2,250,000

支出
設備資金借入金元金償還支出 4,536,000
固定資産取得支出 18,198,542
施設整備等支出計 22,734,542

施設整備等資金収支差額 △ 20,484,542

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収入 積立資産取崩収入 660,936
その他の活動収入計 660,936

支出
積立資産支出 781,635
その他の活動による支出 24,790
その他の活動支出計 806,425

その他の活動資金収支差額 △ 145,489
予備費支出 －
当期資金収支差額合計 4,484,091
前期末支払資金残高 141,306,713
当期末支払資金残高 145,790,804

平成29年度  収支決算
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施設のマイクロバスを使ってのんびりした
旅行でした。郡上八幡城の坂が散策にはき
つかったようです。

前日までの台風の影響で電車が運休して時
間変更などありましたが、みんな楽しい２
日間でした。

山頂でも暑い一日でしたが、バーベキュー
と温泉を楽しみました。

迫力のある力士の
取り組みにみんな
見入ってしまいました。

6月13日水～14日木 岐阜方面　～牧歌の里＆アクアトトぎふ～

6月18日月～19日火 石川の旅　～県立歴史博物館＆ゆのくにの森～

6月25日月 スキージャム勝山日帰りの旅

7月17日火～18日水 大相撲名古屋場所観戦とトヨタ産業技術記念館

昼食のバイキングが
みんな楽しんでいた
ようです。

9月11日火～12日水 車で行く長島温泉

参加
利用者

参加
利用者

参加
利用者

参加
利用者

金田さん・源済さん・木村さん・
今村さん・野原さん・藤田さん・
児玉さん・柳川さん・加藤一さん・

亀田さん・吉川さん・池田さん・黒川さん

中川さん・奈須さん・中荒江さん・
谷口さん・吉岡さん

津久井さん・
今井さん・杉本さん・
川嶋規さん

西田さん・林さん・北村さん・
石田大さん・荒谷さん・吉村さん

参加
利用者 上坂さん・福永さん・安原さん

　7月の下旬から8月の上旬にかけて、今年も
海水浴へ行きました。プールは9月の隔週に、
余熱館ささおかへ行っています。
　今年はとても暑かったので、日焼けや熱中症
などの対策をより念入りに行いました。その効
果もあったのか大きなトラブルもなく終えるこ
とができました。プールも同様で、利用者さん
の方々はそれぞれの形で楽しんでいました。

海水浴＆プール
支援員　岡本　哲志　

　今年は、通所・入所とも天気に恵
まれて外ですることが出来ました。
　通所の方は、久しぶりに流して食
べることになったので利用者さんは
少し不安もあったように思えました
が、上手に流れるそうめんを取ることが出来ていましたが、そうめん以外のフルーツ等、
箸では取ることが出来ずに手で取っていたが、みなさん楽しんでいたと思います。
　入所の方では、箸を上手に使ったり、最初から手で取っていたりと様々でしたが、通所
同様に楽しんでいて、利用者さんだけでなく職員も楽しめた夏の思い出となりました。

支援員　中村　　藍　

流しそうめん

す　だ　ち
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あ
ま
り
た
く
さ
ん
食
べ
な

い
利
用
者
さ
ん
も
い
つ
も
と
違
う
開
放
的
な
外
の

空
間
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
施
設
で
は
あ
ま
り
野
菜
を
食
べ

な
い
人
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
と
何
で
も
食
べ
て
し

ま
う
利
用
者
さ
ん
も
い
た
り
し
て
、
改
め
て
環
境

が
変
わ
れ
ば
利
用
者
さ
ん
も
変
わ
る
ん
だ
な
ぁ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
。
ち
ょ
っ
と
の
食

べ
過
ぎ
は
大
目
に
見
て
く
だ
さ
い
ね
〜
。

除雪機寄贈

　今年の2月、『平成30年豪雪』と言われた大雪にみまわれ、す
だちの家で長年頑張ってきてくれた除雪機が、残念なことに使用
不能になってしまいました。
　そこで、後援会すだち会様より大型の除雪機1台と小型の除雪
機1台を寄贈していただくことになりました。これで、これから
の冬も安心です。後援会の会員の皆様ありがとうございました。

春
の
遠
足

■ 貸借対照表　平成30年3月31日現在

■ 事業活動計算書 （自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日

社会福祉法人 すいせんの里　（単位：円）

社会福祉法人 すいせんの里　（単位：円） 社会福祉法人 すいせんの里　（単位：円）

 注記）当計算書類は会計基準に基づき作成されています

■ 資金収支計算書 （自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日

資 産 の 部
流動資産 153,745,128
　　　現金預金 123,340,787
　　　事業未収金 29,404,341
　　　未収補助金 1,000,000
　　　立替金 0
　　　前払費用 0
固定資産 411,162,374

基本財産 342,612,513
　　　土地 54,275,835
　　　建物 288,336,678

その他の固定資産 68,549,861
　　　建物 2
　　　構築物 2,925,852
　　　車輌運搬具 4,166,888
　　　器具及び備品 7,361,372
　　　権利 74,984
　　　退職給付引当資産 6,549,832
　　　人件費積立資産 5,000,000
　　　施設整備等積立資産 42,400,631
　　　長期前払費用 70,300
資産の部合計 564,907,502

負 債 の 部
流動負債 18,705,476
　　　事業未払金 4,400,750
　　　１年以内返済予定設備資金借入金 4,536,000
　　　職員預り金 3,553,574
　　　仮受金 0
　　　賞与引当金 6,215,152
固定負債 76,101,832
　　　設備資金借入金 69,552,000
　　　退職給付引当金 6,549,832
負債の部合計 94,807,308

純 資 産 の 部
基本金 185,337,756
国庫補助金等特別積立金 90,047,267
その他の積立金 47,400,631
　　　人件費積立金 5,000,000
　　　施設整備等積立金 42,400,631
次期繰越活動増減差額 147,314,540

（うち当期活動増減差額） 9,353,452
純資産の部合計 470,100,194

負債及び純資産の部合計 564,907,502

勘 定 科 目 決　　算

サ

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収益
障害福祉サービス等事業収益 192,693,538
経常経費寄附金収益 30,000
サービス活動収益計 192,723,538

費用

人件費 129,670,091
事業費 31,047,066
事務費 12,397,538
減価償却費 18,380,638
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 4,055,729
サービス活動費用計 187,439,604

サービス活動増減差額 5,283,934

サ

ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収益
受取利息配当金収益 4,860
その他のサービス活動外収益 6,225,655
サービス活動外収益計 6,230,515

費用
支払利息 420,993
その他のサービス活動外費用 740,000
サービス活動外費用計 1,160,993

サービス活動外増減差額 5,069,522
経常増減差額 10,353,456

特
別
増
減
の
部

収益
施設整備等寄附金収益 2,250,000
固定資産売却益 0
特別収益計 2,250,000

費用

基本金組入額 2,250,000
固定資産売却損・処分損 4
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 0
国庫補助金等特別積立金積立額 1,000,000
特別費用計 3,250,004

特別増減差額 △ 1,000,004
当期活動増減差額 9,353,452

繰
越
活
動
増
減

差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 137,961,511
当期末繰越活動増減差額 147,314,963
基本金取崩額 0
その他の積立金取崩額 0
その他の積立金積立額 423
次期繰越活動増減差額 147,314,540

勘 定 科 目 決　　算

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

障害福祉サービス等事業収入 192,693,538
経常経費寄附金収入 30,000
受取利息配当金収入 4,860
その他の収入 6,225,655
事業活動収入計 198,954,053

支出

人件費支出 129,234,334
事業費支出 31,047,066
事務費支出 12,397,538
支払利息支出 420,993
その他の支出 740,000
事業活動支出計 173,839,931

事業活動資金収支差額 25,114,122

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等寄附金収入 2,250,000
施設整備等収入計 2,250,000

支出
設備資金借入金元金償還支出 4,536,000
固定資産取得支出 18,198,542
施設整備等支出計 22,734,542

施設整備等資金収支差額 △ 20,484,542

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収入 積立資産取崩収入 660,936
その他の活動収入計 660,936

支出
積立資産支出 781,635
その他の活動による支出 24,790
その他の活動支出計 806,425

その他の活動資金収支差額 △ 145,489
予備費支出 －
当期資金収支差額合計 4,484,091
前期末支払資金残高 141,306,713
当期末支払資金残高 145,790,804

平成29年度  収支決算

す　だ　ち
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す　だ　ち



すだち会すだち会
会員紹介会員紹介
平成30年度の会費を納入して頂いた方
と新たに会員になられた方々です。

ご協力を感謝いたします。

「すだち会」からの
お知らせ

会員の皆様には、日頃よりすだちの家及び支援センターすだちの運営につきましてご支援を賜り、
また物心両面からも支えていただいておりますこと厚くお礼を申し上げます。なお平成31年度も、
引き続きご入会いただきますようお願い申し上げます。

■法人会費 １口 10,000 円

■団体会費 １口 10,000 円

■個人会費 １口   3,000 円

ご入金
方法

郵便局をご利用の場合

郵便振替 00750 － 4 － 84619
すだち会

銀行をご利用の場合

福井銀行東郷支店 普通 1009689
すだちの家 後援会
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清
　水
　浩
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清
　水
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芳
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　子
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　紀
　子
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林
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林
　
　
　慧
　二

林
　三
　月
　男

原
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　春

東
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　玲
　子

平
　鍋
　順
　一

藤
　井
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藤
　岡
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　雄

藤
　川
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　伸

藤
　田
　卓
　美

藤
　田
　満
　雄

北
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　千
恵
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細
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　憲
　一

前
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　剛
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光
　野
　
　
　稔

皆
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　正
　道

皆
　川
　理
　恵

村
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　行

村
　田
　博
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村
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村
　田
　嘉
　孝

村
　田
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村
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村
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　子

村
　橋
　鈴
　代

森
　
　
　
　
　清

森
　岡
　
　
　勇

森
　岡
　美
佐
子

森
　岡
　浩
　一

森
　永
　英
　子

安
　川
　俊
　彦

安
　田
　
　
　亨

安
　原
　薫
一
郎

安
　村
　直
　継

矢
　納
　正
　人

矢
　納
　と
も
え

山
　際
　豊
　重

山
　口
　幸
　男

山
　崎
　哲
　雄

山
　田
　哲
　弘

山
　田
　継
　治

山
　本
　明
　徳

柳
　川
　孝
　司

吉
　川
　政
　夫

吉
　田
　登
志
子

吉
　田
　秀
　直

吉
　田
　光
　宏

吉
　田
　義
　輝

吉
　村
　照
　子

吉
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　郎

葭
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》

澤
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紀
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　和
　子
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智
代

藤
　井
　勢
津
子
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　川
　民
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《 

越
前
市 

》

石
　田
　大
　蔵

加
　藤
　隆
　夫

木
　下
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林
　
　
　哲
　生

《 

鯖
江
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》

暁
　
　
　了
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　秀
　尾

落
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亀
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福
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　彦

吉
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《 

坂
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市 

》
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　倉
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や
子

川
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　勝
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北
　野
　成
　弘
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　田
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　道
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子
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内
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　正
　司
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》
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南
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町 

》

鈴
　木
　和
　男

《 

敦
賀
市 

》

今
　井
　和
　美

谷
　口
　敬
　子

福
　永
　恒
　雄

《 

若
狭
町 

》

澤
　村
　文
　明

《 

県
　外 

》

笠
　原
　寿
　郎

笠
　原
　真
　紀

桒
　島
　貞
　好

桒
　島
　五
十
子

土
　居
　満
里
江

藤
　田
　誠
一
郎

森
　
　
　鶴
　義

敬
称
略

法
人
会
員

敬
称
略

団
体
会
員

敬
称
略

個
人
会
員

ご

挨

拶

後
援
会
会
長

　山
崎

正
弘

　
こ
の
4
月
か
ら
す
だ
ち
の
家
・
支
援
セ
ン
タ
ー
す
だ
ち
の
施
設
長
に
就
任
し
ま
し

た
山
岸
靖
彦
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
代
施
設
長
の
後
を
受
け
て
の
施
設
長
と
し
て
大

変
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
す
だ
ち
の
家
が
開
所
し
て
26
年
が
経
ち
、
こ
の
間
社
会
福
祉
は
大
き
く
変
わ
り
、

行
政
主
体
か
ら
本
人
主
体
（
措
置
か
ら
サ
ー
ビ
ス
）
へ
、
施
設
生
活
か
ら
地
域
生
活

へ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
施
設
で
働
く
私
た
ち
は
、
利
用
者
さ
ん
が
安
心
・
安
全

で
楽
し
く
、
支
援
員
と
か
か
わ
る
こ
と
で
お
互
い
成
長
し
あ
え
る
こ
と
を
大
切
に
し

な
が
ら
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
は
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
法
人
運
営
の
透
明

性
の
確
保
、
地
域
貢
献
で
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
義
務
付
け
さ
れ
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
長
　山
岸
　靖彦
　

「 

施
設
長
挨
拶 

」

　
平
成
20
年
4
月
、
障
碍
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
激
動
の
中
、

第
3
代
目
の
施
設
長
に
就
任
さ
れ
、
10
年
間
そ
の
責
務
を
果
た
さ
れ
立
派

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
後
、
利
用
者
さ
ん
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

利
用
者
さ
ん
の
側
に
立
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
を
保
護
者
・
役
員
・
地
域
の
人

た
ち
と
協
力
し
あ
い
施
設
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
就
任
直
後
に
は
、
新
事
業
体
系
へ
の
移
行
、
平
成
24
年
に
は
20
周
年
記
念
事
業
を
行

い
、
平
成
26
年
に
は
利
用
者
さ
ん
保
護
者
さ
ん
念
願
の
個
室
化
に
取
り
組
み
、
建
物
の

増
築
・
既
存
の
部
屋
の
改
修
工
事
を
行
い
、
29
年
に
は
浴
室
の
改
修
工
事
と
社
会
福
祉

法
改
正
に
よ
る
法
人
改
革
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
間
前
施
設
長
が
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
残
さ
れ
た
功
績
に
つ
き
ま
し
て

は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
間
前
施
設
長
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
も
の

を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
間
源
次
さ
ん
10
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
本
間
さ
ん
の
退
任
に
あ
た
っ
て
」

　
時
下
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
障
害
者
支
援
施
設

す
だ
ち
の
家
、
な
ら
び
に
支
援
セ
ン
タ
ー

す
だ
ち
に
対
し
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
援
会
関
係
各
位
の
日
々
の
ご
尽
力
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
や
施
設
で
働
く
職

員
と
い
っ
た
周
囲
を
取
り
巻
く
方
々
か
ら

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
す
だ
ち

の
家
を
利
用
す
る
方
々
は
作
業
や
日
課
な

ど
を
通
じ
て
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
す
だ
ち
の
家
後
援
会
「
す

だ
ち
会
」は
個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
様
々

な
立
場
か
ら
、
す
だ
ち
の
家
の
発
展
と
利

用
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て
参

り
ま
し
た
。
福
祉
施
設
で
あ
る
す
だ
ち
の

家
と
そ
の
利
用
者
は
、
利
用
す
る
方
々
が

た
だ
生
き
て
い
く
だ
け
の
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
理
解
や
能
力
に
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
個
性
や
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
社
会
に
資
す
る
活
動

や
自
己
を
高
め
幸
せ
を
追
求
す
る
場
所
と

し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
日
々
の
多
忙
な
業
務
を
抱
え
る
施

設
長
を
初
め
と
す
る
現
場
の
職
員
の
方
々

だ
け
で
は
十
分
な
取
り
組
み
を
す
る
だ
け

の
労
力
や
費
用
が
不
足
す
る
こ
と
も
現
実

と
し
て
直
面
す
る
課
題
で
す
。

我
々
「
す
だ
ち
会
」
会
員
一
同
、

今
後
も
精
一
杯
す
だ
ち
の
家
に
対

し
物
心
両
面
で
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層

の
会
の
拡
大
と
発
展
に
皆
様
お
一
人
お
一

人
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
々
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の

支
援
者
は
、
す
だ
ち
の
家
の
支
援
を
通
じ

て
利
用
者
と
関
わ
り
を
も
ち
、
そ
の
純
粋

で
誠
実
な
人
間
性
に
触
れ
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
を
見
る
機
会
を
得
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
機
会
は
と
て
も
貴
重
で
、
感
動
的
な
も

の
で
す
。
す
だ
ち
の
家
の
利
用
者
の
多
く

は
、
会
話
や
日
常
生
活
に
お
い
て
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
発
達
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

彼
ら
は
我
々
が
見
失
い
か
け
て
い
る
純
粋

で
誠
実
な
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
私

は
彼
ら
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
で
、
人
と

し
て
純
粋
に
、
誠
実
に
生
き
る
こ
と
の
尊

さ
を
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

彼
ら
に
学
び
な
が
ら
皆
様
と
の
絆
を
守
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
関

係
各
位
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
粗
辞
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
ご
挨
拶
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

す　だ　ち
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海水浴＆プール

春 の 遠 足

一 泊 旅 行

流
し
そ
う
め
ん

除
雪
機
寄
贈

4月26日　嶺北特別支援学校（1名） 5月10日　「まごのて」ヘルパー（2名） 8月 7日　嶺北特別支援学校親の会激励（1名）

5月 5日　今井参議院議員 7月27日　嶺北特別支援学校教職員（3名）

エルディ㈱　様 石川　巳年子　様 （田治島） 天方　優子　様 （坂　下）

福井メタル　様 木下　道子　様 （上細江） 木村　タツ子　様 （田治島）

大西魚店　様 竹川　隆利　様 （田治島） 加藤　　巌　様 （東大味）

宇野　宗員　様 （徳　光） 加藤　一宏　様 （東大味） 岩佐　修子　様 （深　谷）

河下　　肇　様 （東大味） 足羽東こども園　様 吉村　　茂　様 （稲　津）

加藤　優子　様 （東大味） 嶺北特別支援学校親の会　様 林　　弥一　様 （坂井市）

アルミ缶回収にご協力ください
すだちの家ではアルミ缶を回収して潰して
リサイクルする作業に取り組んでいます

お手数ですが、不用になったアル
ミ缶をすだちの家までお持ちくだ

さい。ただし、量が
多い場合にはご一報
ください。なお、ス
チール缶は対象にな
りません。

福井市東大味町 9-15　すだちの家（担当／萩原）

☎0776（41）3950
連絡は
こちら
まで…

ガンバっています

ようこそすだちの家へ

すだちだよりワ ク

月 月

キイキイ
ワ ク

活　動　報　告

ありがとうございます物　品　深　謝

来　訪　者

● 平成30年4月1日　　　　支援員・澤　英里香（採用）
● 平成30年7月1日　パート支援員・加藤　恵美（採用）

平成30年度　職員の動き

7
月

8
月

9
月

3日　食中毒予防講演会（1名）
7・9日　海水浴（三国）
9日　社会福祉施設・事業所対象防火研修（1名）

21日　内科検診
28日　プール（ささおか余熱館） 
28日　自閉症を正しく理解するということ
　　　 ゲーリー・メジホフ新潟講演会（1名）

10日　トイレ改修工事始まる
11～12日　一泊旅行（長島温泉方面） 
10・27日　プール（ささおか余熱館） 
18日　内科検診
29日　理事会
　　　 職員内部研修
　　　 すだちの家後援会「すだち会」総会

1日　全国自閉症者施設協議会総会・
　　　 全国知的障害関係施設長会議（～3日）
4・5日　強度行動障害支援者養成研修基礎コース
6日　消火訓練・内科検診
8日　保護者会清掃奉仕

10日　流しそうめん（通所）
11日　流しそうめん（入所）
14日　理事会
17日　内科検診
17～18日　一泊旅行（名古屋方面） 
21日　文殊山火まつり（パン販売）
24・25・30日　海水浴（三国） 
30日　仁愛女子短期大学生実習（2名）（～8/10）
31日　アンガーマネジメント研修（1名）

4
月

8日　保護者会総会
17日　内科検診
18日　歯科検診
25日　福井市障害福祉サービス事業所集団指導及び説明会

6
月

5
月

11日　福祉職員障害研修初任者コース（1名）
20日　保護者会清掃奉仕
24日　内科検診・レントゲン撮影
26日　理事会
30日　春の遠足（泰澄の杜）
31日　福祉職員障害研修中堅コース（2名）

9日　評議員会
13～14日　一泊旅行（岐阜方面） 
18～19日　一泊旅行（石川方面） 
19日　内科検診
21日　避難訓練
25日　日帰り旅行（スキージャム）
29日　保護者会・職員懇親会

北四ツ居1丁目　北村君利　様

す　だ　ち
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